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利
用
会
員
、
協
力
会
員
、
賛
助
会

員
の
皆
さ
ま
！

　

２
年
ぶ
り
の
「
会
員
交
流
事
業
」

を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
、
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時

【
会　

場
】　

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社

【
内　

容
】　

二
人
組
「
ハ
ー
プ
か
な

　
　
　
　
　

で
」
に
よ
る
ハ
ー
プ
演

　
　
　
　
　

奏

【
定　

員
】　

30
人
（
申
込
み
順
）

【
参
加
費
】　

５
０
０
円
（
お
茶
代
含

　
　
　
　
　

む
）　　
　
　
　

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

会
員
交
流
事
業
の
ご
案
内

　

大
好
評
に
お
応
え
し
、
追
加
で
ス

マ
ホ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
９
月

も
開
催
し
ま
す
。
日
程
・
会
場
は
左

記
の
通
り
で
す
。

【
日　

時
】　

9
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
の
間

　
　
　
　
　

一
人
40
分
程
度

【
会　

場
】　

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社

【
対　

象
】　

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
の

　
　
　
　
　

会
員
の
皆
さ
ま

　
　
　
　

※
初
め
て
の
方
を
優
先
と

　
　
　
　
　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
定　

員
】　

１
日
３
人（
申
込
み
順
）

【
参
加
費
】　

無
料　
　
　
　
　
　
　

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

ス
マ
ホ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

会
開
催
の
ご
案
内

　
「
高
い
所
の
電
球
を
取
り
換
え
た

い
」、「
天
袋
か
ら
布
団
を
降
ろ
し
た

い
」
等
々
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ

け
ど
、ご
自
分
で
遣
る
の
は
難
し
い
。

で
も
、
人
に
は
頼
み
難
い
。

　

そ
ん
な
お
困
り
事
に
は
、
公
社
の

「
ち
ょ
こ
っ
と
さ
ん
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

公
社
の
「
ち
ょ
こ
っ
と
さ
ん
」
は
、

65
歳
以
上
の
お
一
人
暮
ら
し
や
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
地
域

の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
生
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り
事
を
解
消
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
利
用
料
は
１
回

３
０
０
円
で
す
。

　

対
象
地
域
は
市
内
全
域
で
す
。

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
交
換
（
夏
用
⇆
冬
用
）

・
家
電
の
使
い
方
の
説
明

・
衣
服
の
繕
い

・
時
計
の
電
池
交
換

・
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ッ
ド
等
家
具
の
移

　

動
・
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
の
取
り
付
け
、

　

取
り
外
し

・
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ
り

　

取
り　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
30
分
程
度

「
ち
ょ
こ
っ
と
さ
ん
」
を

　
　
　
　
　
ご
活
用
下
さ
い

で
行
え
る
こ
と
。

　

専
門
性
が
必
要
な
物
品
の
修
理
や

修
繕
・
急
を
要
す
る
こ
と
・
大
き
な

（
重
い
）
物
品
の
移
動
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
困
難
な
こ
と
。

　

た
だ
し
迷
っ
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
ち
ょ
こ
っ
と
さ

ん
」
で
の
対
応
が
難
し
い
場
合
も
、

一
緒
に
解
決
策
を
考
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

　
利
用
事
例

　
対
応
で
き
な
い
こ
と

よりご 案 内よりご 案 内

※
な
お
、
今
後
の
開
催
予
定
日
は
、

10
月
25
日
（
火
）・
12
月
20
日
（
火
）・

２
月
21
日
（
火
）
で
す
。
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開
催
し
ま
す
！

　

だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
ぷ
ち
ぽ
あ
ん

　

ぷ
ち
ぽ
あ
ん
の
「
だ
れ
で
も
カ
フ

ェ
」
は
、
主
に
認
知
症
の
方
や
そ
の

ご
家
族
が
、
日
頃
抱
え
て
お
ら
れ
る

生
活
上
の
悩
み
や
戸
惑
い
を
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
う
場
で
す

が
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
介
護
の

専
門
職
が
、「
ケ
ア
ラ
ー
向
け
の
介

護
技
術
講
座
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
、
専
門

職
の
皆
さ
ま
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

【
日　

時
】　

9
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

【
会　

場
】　

ぷ
ち
ぽ
あ
ん

　
　
　
　
　

入
間
町
３
‐
22
‐
５

【
参
加
費
】　

ド
リ
ン
ク
・
ク
ッ
キ
ー

　
　
　
　
　

１
０
０
円

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

だ
れ
で
も
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
ぷ
ち
ぽ
あ
ん

　

今
回
は
、
介
護
保
険
制
度
を
テ
ー

マ
に
、
①
～
⑤
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
企
画
で
す
。

①
介
護
保
険
制
度
の
考
え
方

②
介
護
保
険
の
利
用
方
法

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

　

門
員
）
の
役
割

④
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

⑤
介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

【
日　

時
】　

8
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

【
会　

場
】　

あ
く
ろ
す　

研
修
室
３

【
定　

員
】　

20
人
（
申
込
み
順
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１

定
例
研
修
会

「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

協
力
会
員
の
皆
さ
ま
へ

　

６
月
24
日
（
金
）、
協
力
会
員
を

対
象
に
、
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
職
員
が
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
し
、
後
半
は
、
協
力

会
員
同
士
で
、
日
常
の
支
援
に
関
し

情
報
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
の
支
援

の
中
で
、
緊
急
時
に
つ
い
て
考
え
る

発
想
が
な
か
っ
た
の
で
、
良
い
研
修

に
な
り
ま
し
た
。」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、協
力
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
研

修
や
情
報
交
換
の
機
会
を
充
実
さ
せ

て
参
り
ま
す
。

協
力
会
員
定
例
報
告
会

住民参加推進係住民参加推進係

　

若
年
性
認
知
症
の
当
事
者
と
し

て
、
各
地
で
講
演
活
動
等
を
行
い
、

ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
さ
と
う

み
き
さ
ん
を
お
招
き
し
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
左

記
の
日
程
等
で
対
談
形
式
の
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　
「
妻
と
し
て
、
母
と
し
て
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
先
輩
と
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
聖
徳
大
学
北
村
世
都
准
教
授
と

の
対
談
形
式
で
、
さ
と
う
さ
ん
の

様
々
な
ご
体
験
や
、
思
い
に
つ
い
て

う
か
が
い
ま
す
。

　
　【

日　

時
】　

9
月
7
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

【
会　

場
】　

調
布
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　

た
づ
く
り
８
階

　
　
　
　
　

映
像
シ
ア
タ
ー

【
講　

師
】　

さ
と
う
み
き
氏

　
　
　
　
　

北
村
世
都
氏
（
聖
徳
大

　
　
　
　
　

学
心
理
・
福
祉
学
部
心

　
　
　
　
　

理
学
科
准
教
授
）

さとうみき氏

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

【
定　

員
】　

１
０
０
人（
申
込
み
順
）

【
参
加
費
】　

無
料

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
参
加
推
進
係

☎
０
４
２
（
４
８
１
）
７
７
１
１
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こんにちは

・
ピ
ア
ノ
演
奏 

田
澤
様
（
６
月
10
日
）

・
二
胡
演
奏 

松
前
様
（
６
月
11
日
）

　

５
月
延
べ　

29
人

　

６
月
延
べ　

30
人

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

活
動
報
告

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

８
～
９
月
の
活
動
予
定

・
対
抗
ゲ
ー
ム
（
６
月
１
日
～
６
月

　

７
日
）

・
七
夕
（
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
）

・
音
楽
演
奏

来
訪

行
事

来
訪

そ
の
他

・
避
難
訓
練
（
５
月
17
日
、
６
月
15

　

日
）

　

初
夏
の
恒
例
行
事
の
「
対
抗
ゲ
ー
ム
」
を
、
今
年
も

開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
、

紅
白
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、「
輪
投
げ
」
や
「
さ
い
こ

ろ
ゲ
ー
ム
」、「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
歓
声
と
笑
い
声
に
あ
ふ
れ

た
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

対
抗
ゲ
ー
ム
の
様
子

　

季
節
折
々
に
、
様
々
な
制
作
活
動
を
企
画
し

て
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
写
真
の
よ
う
に
通
路
や

活
動
室
を
彩
り
ま
す
。

制
作
活
動
の
紹
介

・
夏
ま
つ
り

・
敬
老
会

行
事

デイサービスセンターより

職員が、皆さまの間を移動
しながら競技を行いました。

共同作業の大作や個々で
作成していただく小さめ
の作品もあります。
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皆
さ
ま
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！　
第
二
弾

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
あ

い
で
は
、
6
月
17
日
（
金
）・
24
日

（
金
）
の
２
回
講
座
で
、「
認
知
症
予

防
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
た
、
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
回
は
、
青
木
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
青
木
誠
医
師

と
岩
戸
清
香
医
師
を
お
招
き
し
、「
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、早
期
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
認
知
症
の
予
防
対
策

に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
重
要
で

あ
る
こ
と
や
、
物
忘
れ
外
来
の
受
診

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
回
目
は
、
４
つ
の
団
体
の
方
々

か
ら
、「
自
分
の
た
め
に
家
族
の
た

め
に
地
域
を
知
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

日
ご
ろ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
公
社
の
住
民
参
加
推
進

係
の
職
員
が
、
地
域
の
方
々
の
集
い

場
と
し
て
の
「
だ
れ
で
も
カ
フ
ェ
」

に
つ
い
て
語
り
、
続
い
て
、
介
護
す

る
方
々
の
集
い
場
と
し
て
「
調
布
ケ

ア
ラ
ー
の
会　

ク
ロ
ー
バ
ー
」
に
つ

い
て
、
代
表
の
方
々
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

介
護
教
室
の
報
告

　

後
半
で
は
、
医
療
法
人
社
団
心
身

会
の
方
か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
の
ち
、
認
知

症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぷ
ち
ぽ
あ
ん
に
つ

い
て
、
公
社
の
職
員
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の
利

用
に
向
け
、具
体
的
な
質
問
も
あ
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

２
回
の
講
座
で
、
参
加
者
の
方
々

に
は
、
今
後
の
生
活
に
密
着
し
た
情

報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
の
報
告

　

他
に
も
、
様
々
な
花
や
野
菜
が
育

ち
ま
す
が
、
変
わ
り
種
は
サ
ボ
テ
ン

の
花
で
、
玄
関
入
口
付
近
の
鉢
植
え

で
成
長
中
で
す
。

　

大
地
震
や
風
水
害
に
備
え
、
ぷ
ち

ぽ
あ
ん
で
も
、
建
物
被
害
や
避
難
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
職
員
の
指
示
の
も
と
、
ご
利

用
者
の
皆
さ
ま
も
真
剣
そ
の
も
の
で

す
。

サボテンの花

お庭の紫陽花です

職員「皆さま揃ってますか？」

　

ぷ
ち
ぽ
あ
ん
の
庭
に

咲
い
た
紫
陽
花
（
あ
じ

さ
い
）
と
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
の
作
っ
た
紫

陽
花
、
ご
利
用
者
の
皆

さ
ま
は
ど
ち
ら
も
大
喜

び
で
す
。

地域包括支援センターゆうあい地域包括支援センターゆうあい

避
難
訓
練
を
実
施
中

紫陽花の製作、お見事！
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会
員
状
況
（
令
和
4
年
６
月
末
現
在
）

○
利
用
会
員　
２
５
１
世
帯
（
３
０
６
人
）

○
協
力
会
員　
２
２
３
人

○
賛
助
会
員　
個
人　
２
６
０
人

　
　
　
　
　
　
法
人　
６
団
体

御
　
礼
　

令
和
４
年
５
月
16
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
15
日
ま
で

匿
名　
　
　
　
　
　

寄
附
金
１
万
円

匿
名　
　
　
　
　
　

寄
附
金
３
千
円

大
西　

輝
雄
様　

そ
ら
豆
19
ｋｇ
・

　
　
　
　
　
　
　

米
30
ｋｇ
・

　
　
　
　
　
　
　

大
根
15
ｋｇ
・

　
　
　
　
　
　
　

玉
ね
ぎ
３
ｋｇ　

名
古
屋　

幸
男
様

　
　
　
　

書
道
用
半
紙
１
０
０
0
枚

匿
名　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル
27
枚

ご
寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
う
ま
味
と
出
汁

　

味
覚
に
は
、
甘
味
、
酸
味
、
塩
味
、
苦
味
、
う
ま
味
の
５
味
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
う
ま
味
は
、
明
治
時
代
に
日
本
人
の
研
究
者
が
、
昆

布
の
出
汁
の
効
い
た
湯
豆
腐
を
食
べ
て
い
る
時
に
ひ
ら
め
き
、
研
究

を
進
め
て
発
見
し
、「
う
ま
味
」
と
名
づ
け
た
そ
う
で
す
。

　

公
社
で
は
、
汁
物
や
煮
物
な
ど
に
は
化
学
調
味
料
を
使
用
せ
ず
、

煮
干
し
や
昆
布
、
鰹
節
な
ど
を
前
日
か
ら
水
で
戻
し
、
う
ま
味
が
よ

り
深
く
味
わ
え
る
よ
う
じ
っ
く
り
成
分
抽
出
を
し
て
い
ま
す
。
調
理

当
日
に
は
、
加
熱
を
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
滋
味
を
引
き
出
し
た
出

汁
に
し
て
、
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

出
汁
の
う
ま
味
は
、
素
材
本
来
の
味
を
引
き
出
し
、
料
理
が
薄
味

で
も
ほ
っ
く
り
優
し
い
味
に
仕
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、う
ま
味
に
は
、

唾
液
の
分
泌
を
促
し
、
消
化
吸
収
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
味
「
出
汁
」。
こ
れ
か
ら
も
公
社
で
は
、
手
作
り
に
こ
だ

わ
り
、
心
を
込
め
て
作
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
養
士
の

ひ
と

口
メ
モ

※食欲がない時は、まず汁物
から味わってください。口の
中が潤い、味が感じやすくな
り、きっと食が進みます。

　

左
記
の
事
業
に
関
す
る
「
重
要
事

項
の
説
明
」
等
を
公
社
事
務
所
入
り

口
に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
介
護
及
び
調
布
市
介
護

　

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
通
所
介
護
事
業

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

○
調
布
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活

　

支
援
総
合
事
業

お
知
ら
せ

す
き
間
時
間
を
見
つ
け
、
煮
干
し
の
頭
と

腹
わ
た
を
丁
寧
に
取
り
除
き
ま
す
。


